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論文内 容の要 J::. 目
















先ず，この浮遊納胞よりの脂質遊出が， 1 時間以上ほ Y直線的に進行することを示し，さらに，遊





























すなわち ， C14・酢酸，或いは T副パノレミチン酸であらかじめ細胞内の脂質をラベノレしておいたネズミ
肝浮遊細胞を用い， 先ずこの細胞より遊出される脂質のほとんどが， α2 及び 3 リポ蛋白の形である
ことを証明しだっ乙のような脂質の遊出は，ピユーロマイシンを添加することによって強く阻止さ
れ，その際， リポ蛋白の脂質部分及び蛋白部分のいずれもが，ほ Y平行して著明に低下した。また，
in vitro で加えた C14・ロイシンのリポ蛋白の蛋白部分への取込みも，ピユーロマイシンによって著し
く阻害され，その阻害度は， リポ蛋白 rpの脂質の遊出の阻害度とほ Y 一致した。さらに，このような
ピユーロマイシンによる細胞よりの脂質遊出阻害は，反面，細胞内に著明な脂質の蓄積を来たすこと
も明らかにした。
戸hu「ひ円/一】
以ヒ本論文は，脂質代謝の面で最も重要な肝臓機能の一つである脂質遊出について，肝浮遊細胞系
という新しい研究子段を用いることにより，そω機構の詳細を明らかにしたものであって，学位論文
として充分価値あるものと認める。
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